
資料１：適正規模等審議会答申の検証

統　合　計　画　の　背　景　等　の　整　理　（飯山市中学校適正規模等審議会答申の検証）　　　【なぜ中学校の統合を・・・・】

※中学校統合の前提として、３校を１校ないし２校へ統合することが考えられる。ここでは、１校と２校それぞれの場合に考えられることについて検討を行うこととする。

適正規模答申 背　　景　　・　　理　　由　　・　　目　　的 講じる対策 望める具体的な効果 背景資料

一
層
の
教
育
効
果
の
向
上

①
中学生という多感な成長期に多様な考え方や個性に触れ自らの生き方や人
間関係を広げる体験の機会を多くする。

生徒､クラス､
教員数の確保

お互いの個性に触れ生き方を学ばせることができる。（切磋琢磨） 減　少

② 部活動や生徒会活動などにおいて、生徒の幅広いニーズにこたえる。
生徒､クラス､
教員数の確保

学校内の活力の向上、生徒の自主的活動の活性化が行える。 比　較

③ 非免許教科※1指導の解消並びに教科指導の充実を図る。 教員数の確保
専門教科教員による生徒への手厚い指導が行えるとともに、市費雇用職員を生徒
指導など他の目的の指導に向けられる。

比　較

④
教科学習において生徒の興味関心や学力実態に合わせた指導の充実を図
る。

教員数の確保 選択教科、少人数指導などで生徒の幅広いニーズに応えられる。 比　較

⑤ 一校における教員数をより多く確保し学校の指導力を高める。 教員数の確保
教科会や学年会、係活動の活性化と組織の充実により、より良い指導、支援が行
える。

減　少

⑥ 学校運営を支援する活動等の充実を図る。 生徒、クラス数の確保
保護者数の増加で、より組織的なＰＴＡ活動の運営や保護者等への負担軽減が行
える。

比　較

⑦ 校舎の老朽化に伴う営繕修繕、管理事業※2の支出を抑える。 学校数の縮小
営繕費等の減少分を市独自の教員加配など、ソフト的な教育予算（対策費）など
に充てることができる。

－

①
地域の特性を考慮し、生徒が学校生活や通学時間等でゆとりを持った環境
をつくる。

通学手段の確保 個々の生徒の学校生活を保障し、安心感を与えることができる。 －

② 複数校を設置し、互いに切磋琢磨し合う環境をつくる。 複数学校の配置
生徒、教員の活力の向上と活性化が行えるとともに、教育環境にゆとりを持った
生活が行える。

配   置

③
出来るだけ地域と学校が近い関係を保ち、互いに関心を持ち合う教育環境
をつくる。

同じ特色を見出せる
区域の設定

地域、学校の連携により、ふるさと教育や学校と地域の信頼関係に立った教育、
さらに、地域と一体となった学校づくりが可能になる。

－

④
一定の学校規模を確保し、指導の充実･効率化を図る。
（一学年４学級、一校12学級規模）

適正規模を考慮
一定の生徒、教員数の確保等により、学校経営がしやすく、目の行き届いた指導
が行える。

－

ア 中学進学の際、同郷の生徒が同一の中学校に進むようにする。
小学校区を
割らずに統合

小中学校間の連携が強まるとともに、中一ギャップ等での生徒指導上の不安要素
が少なくできる。

配　置

イ 学校、地域に愛着が持てる生徒の育成を行う。
小学校区を
割らずに統合

地域特性を活用した「おらが学校」と言ったふるさと教育の育成が充実できる。 －

①
まちづくりの観点から、周辺市村をも考慮した、地形や交通網等の利便性
を活用する。

駅を中心とした配置
周辺市村を含めた、まちづくりのコア（核）の育成と地域の活性化が図れる。
（新幹線飯山駅、戸狩野沢温泉駅）

配　置

② 2027年（ＲＣ60年）頃まで充分な利用を行う。 耐用年数の償却 財政投資の有効性を保つ。 比　較

③ 新幹線整備もあり、市の財政に校舎新設をする余力がない。 校舎の新築をしない 財政の圧迫を避け、市民への将来の負担（不安）の軽減を行う。 －

④ 学校施設設備における改修工事及び備品整備の効率化を図る。 改修費用等の抑制 必要な施設や設備、備品等に重点的に投資ができる。 －

⑤
国の指導に基づき、早急に耐震診断※3を行い、出来るだけ早く施設の耐震
化を促進する。

対象学校数の縮小 早急な対応ができ、財政負担軽減により、教育面への充実が行える。 －

ウ 当市の地形を考慮し、通学時間の短縮と安全確保を行う。 南北に一校の配置 学校生活でゆとりが生まれるとともに地域と学校が近い関係が保たれる。 配   置

① 関係者とのより良い計画の構築や地域での合意形成を行う。 時間の確保 新しい学校、まちづくりの推進に共通認識を持ち取組める。 －

② H23年から始まる、一層の生徒数、クラス数減少に対処する。 減少期間以前での実施 市域の中学校において、学習環境の均等化と充実が行える。 減　少

③
新しい学校に係る事項（校名、制服等）の協議、決定に、一定の期間が生
じる。

準備期間の確保 新しい学校として、より良い中学校づくりが行える。 －

④ 長野県の高校再編計画※4と当市の計画が重ならないよう配慮を行う。 統合時期の整合 生徒、学校関係者の不安の軽減を行う。 －

※１非免許教科指導解消　＝　専門教科での教員免許を取得していない教科、教員について市の負担(年2,500千円程)で補うこと。(単年契約)　　　※2学校管理営繕事業費　＝　年間１学校12,000千円程の経費。

　　※3耐震診断及び耐震改修工事費　＝　診断+設計+施工に1学校約110,000千円程の経費。　　※4高校再編計画＝　平成１９～２１年にかけ飯山高校１次統合（照丘＋飯山南）を行う。

“２０１０年（Ｈ２２）に既存校舎を利用して中学校を２校に統合する”
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背景資料：減少
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※平成１９年４月２日付住民基本台帳数引用
※クラス数は、現在の文科省の学級編成基準による。

《　中　学　校　生　徒　数　・　学　級　数　の　推　移　》

一中
１年
92人
3Ｃ

一中
２年
100人
3Ｃ

一中
３年
104人
3Ｃ

二中
１年
89人
3Ｃ

二中
２年
84人
3Ｃ

二中
３年
105人
3Ｃ

三中
１年
70人
2Ｃ

三中
２年
80人
2Ｃ

三中
３年
81人
2Ｃ

８０５
(231)

(278)

(296) (294)

一中
１年
101人
3Ｃ

一中
２年
92人
3Ｃ

一中
３年
101人
3Ｃ

(261)

二中
１年
88人
3Ｃ

二中
２年
88人
3Ｃ

二中
３年
85人
3Ｃ

７７９
(223)

三中
１年
74人
2Ｃ

三中
２年
69人
2Ｃ

三中
３年
80人
2Ｃ

７６５

一中
１年
105人
3Ｃ

一中
２年
101人
3Ｃ

一中
３年
92人
3Ｃ

(298)

二中
１年
72人
2Ｃ

二中
２年
88人
3Ｃ

二中
３年
88人
3Ｃ

(248)

三中
１年
76人
2Ｃ

三中
２年
74人
2Ｃ

(219)

７７７

一中
１年
100人
3Ｃ

一中
２年
105人
3Ｃ

一中
３年
101人
3Ｃ

(306)

二中
１年
81人
2Ｃ

二中
２年
72人
2Ｃ

二中
３年
88人
3Ｃ

(241)

三中
１年
80人
2Ｃ

三中
２年
76人
2Ｃ

三中
３年
74人
2Ｃ

(230)

(298)

(235)

７６５
(232)

一中
１年
93人
3Ｃ

一中
２年
100人
3Ｃ

一中
３年
105人
3Ｃ

二中
１年
82人
3Ｃ

二中
２年
81人
2Ｃ

二中
３年
72人
2Ｃ

三中
１年
76人
2Ｃ

三中
２年
80人
2Ｃ

三中
３年
76人
2Ｃ

(288)

(221)

(227)
７３６

一中
１年
95人
3Ｃ

一中
２年
93人
3Ｃ

一中
３年
100人
3Ｃ

二中
１年
58人
2Ｃ

二中
２年
82人
3Ｃ

二中
３年
81人
2Ｃ

三中
１年
71人
2Ｃ

三中
２年
76人
2Ｃ

三中
３年
80人
2Ｃ

(292)

(206)

(206)
７０４

一中
１年
104人
3Ｃ

一中
２年
95人
3Ｃ

一中
３年
93人
3Ｃ

二中
１年
66人
2Ｃ

二中
２年
58人
2Ｃ

二中
３年
82人
3Ｃ

三中
１年
59人
2Ｃ

三中
２年
71人
2Ｃ

三中
３年
76人
2Ｃ

(291)

６６５
(193)

一中
１年
92人
3Ｃ

一中
２年
104人
3Ｃ

一中
３年
95人
3Ｃ

二中
１年
57人
2Ｃ

二中
２年
66人
2Ｃ

二中
３年
58人
2Ｃ

(181)

三中
１年
63人
2Ｃ

三中
２年
59人
2Ｃ

三中
３年
71人
2Ｃ

(293)

(186)

６６０
(181)

一中
１年
97人
3Ｃ

一中
２年
92人
3Ｃ

一中
３年
104人
3Ｃ

二中
１年
57人
2Ｃ

二中
２年
63人
2Ｃ

二中
３年
66人
2Ｃ

三中
１年
59人
2Ｃ

三中
２年
63人
2Ｃ

三中
３年
59人
2Ｃ

(257)

(176)
５９７

一中
１年
68人
2Ｃ

一中
２年
97人
3Ｃ

一中
３年
92人
3Ｃ

二中
１年
44人
2Ｃ

二中
２年
63人
2Ｃ

(164)

三中
１年
54人
2Ｃ

三中
２年
59人
2Ｃ

三中
３年
63人
2Ｃ

(260)

(154)

(161)
５７５

一中
１年
95人
3Ｃ

一中
２年
68人
2Ｃ

一中
３年
97人
3Ｃ

二中
１年
47人
2Ｃ

二中
３年
63人
2Ｃ

三中
１年
48人
2Ｃ

三中
２年
54人
2Ｃ

三中
3年
59人
2Ｃ

飯山高校（１次）完全統合

三中
３年
63人
2Ｃ

(186)
６６３

　・・・・　学級編成
　・・・・　学年人数
　・・・・　学年
　・・・・　学校
　・・・・　全校数

　・・・・市内生徒数

二中
３年
57人
2Ｃ

二中
２年
44人
2Ｃ

三中
３年
69人
2Ｃ

⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑯ ⑮ ⑮

⑪⑪

⑪⑪⑬⑬⑬⑬⑮⑯⑯

⑪

⑪
⑪ ⑪

⑪

⑪ ⑪

⑪ ⑪

⑪
⑪

⑪　・・・・　配当教員数

Ｐ２



第一中学校 第二中学校 第三中学校 備　　考 課題項目

Ｈ１９（2007） ２９４名（９クラス） ２６１名（９クラス） ２２３名（６クラス） ３中　6Ｃ　H17年度から

Ｈ２２（2010） ２９８名（９クラス） ２３５名（６クラス） ２３２名（６クラス）

Ｈ２８（2016） ２６０名（８クラス） １５４名（６クラス） １６１名（６クラス）

Ｈ１９（2007） １６名 １６名 １１名

Ｈ２２（2010） １６名 １１名 １１名

Ｈ２８（2016） １５名 １１名 １１名

（１名（１１クラス県加配）） （１名（１１クラス県加配）） １名（市負担（非免許教科解消）） Ｈ１９　（１名予算≒2,500千円)

有 有 無 三中Ｈ１９から

８部 ９部 ８部→７部（女バス休） Ｈ１９年度中

４部 ３部 ３部→２部（科学休） Ｈ１９年度中

18,370㎡　(62.9㎡/人） 9,577㎡　(37.3㎡/人) 16,240㎡　(72.5㎡/人) Ｈ１９

４,９１４㎡　(16.8㎡/人） ４,８５８㎡　(18.9㎡/人) ５，３２１㎡　(23.8㎡/人) Ｈ１９

Ｓ４０～４１　（Ｓ59・Ｈ3） Ｓ３８～４０　（Ｈ2・5） Ｓ４３～４４　（Ｓ61･Ｈ4） (　)内建築・改築年数

平成３７年頃（2025年） 平成３５年頃（2023年） 平成４０年頃（2028年） ＲＣ造築６０年

屋内体育館 ９５０㎡　(Ｓ42/Ｈ7） ９１８㎡　(Ｓ40/Ｈ7） １,２５０㎡　(Ｓ44/Ｈ7） (　)内建築・改築年数

プール ２５×１５　(Ｓ47） ５０×１７　(Ｓ48） ２５×１５　(Ｓ47） (　)内建築年数

グランド ２０,３２０㎡ 約１２，０００㎡　(市営グランド) ２１,２００㎡

1,161,000円　(3,100円/人) 1,080,200円　(3,000円/人) 899,000円　(3,000円/人) Ｈ１９年度 活動支援

校舎他
施設

対　　象　　項　　目

生徒数
クラス数

教員配置
基準数

建物敷地面積(1人当)

教　　員　　加　　配

飯　山　市　内　３　中　学　校　の　現　状　比　較　

２年時クラス替え編成

運動系部活動数

文化系部活動数

ＰＴＡ運営費（年間負担額）

校　舎　建　築　年　数

生徒数
の減少

教員
の減少

生徒等へ
の負担

学校活力
と環境

学習環境

利便性

校舎保有面積(1人当)

耐　用　年　数　限

Ｐ３ 背景資料：比較



飯山市公立学校施設配置通学状況図（統合時）

Ａ中学校

５.６km

４.９km
６.０km

３.５km

６.０km

Ｂ中学校

６.０km

６.０km

戸狩小学校

岡山小学校

東小学校

泉台小学校

飯山小学校 木島小学校

秋津小学校

斑尾地区

藤ノ木地区

大川地区

濁池地区

滝ノ脇地区

山口地区

福島地区

神戸地区

富田地区

５.０km

岡山地区

中谷地区

常盤小学校

北飯山駅

戸狩野沢温泉駅

西大滝駅

信濃平駅

６.０km

小佐原地区

桑名川駅

ＪＲ飯山線

ＪＲ飯山線

温
井
線

温
井
線

外様地区生徒児童状況（H19）
太田地区生徒児童状況（H19）

岡山地区生徒児童状況（H19）

常盤地区生徒児童状況（H19）

柳原地区生徒児童状況（H19）

富倉地区生徒児童状況（H19）

秋津地区生徒児童状況（H19）

木島地区生徒児童状況（H19）

瑞穂地区生徒児童状況（H19）

６.０km

《　凡　例　》
・・・・Ａ中学主要通学路（単距離）

・・・・Ｂ中学主要通学路（単距離）

・・・・長電バス路線

・・・・ＪＲ飯山線
・・・・市全域生徒地区割合％ ％

８.５％
３６.１％

１２.２％

５.６％

３.９％

９.５％

３.４％

１３.６％

７.２％

０％

６.０km

６.０km

飯山駅

野
沢
温
泉
線

斑尾線

野沢温泉中

Ｈ１９学校クラス編成
１学年　２クラス　２５名
　　　　　　　　　　　２６名
２学年　２クラス　２９名
　　　　　　　　　　　３０名
３学年　２クラス　２７名
　　　　　　　　　　　２６名
　　　　　　計　　１６３名

Ｈ１９学校クラス編成
１学年　１クラス　３１名
２学年　２クラス　２１名
　　　　　　　　　　　２２名
３学年　２クラス　２１名
　　　　　　　　　　　２２名
　　　　　　　計　１１７名

木島平中
飯山地区生徒児童状況（H19）

凡例：平成20年に1年生となる数

Ｐ４ 背景資料：配置
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